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※［流下能力の状況］
・中上流の氾濫を考慮
・中上流の改修による下流への流量増を見込んでいない評価

木津川－１

←［現況の流下能力の状況］
←［堤防の安全性の状況］
←河川
←［堤防の安全性の状況］
←［現況の流下能力の状況］

［堤防の安全性の状況］
計画高水位以下でも浸透・侵食に
対する安全性を確保できていない

［現況の流下能力の状況］
戦後最大洪水を流下させることができない
計画規模洪水を流下させることができない
計画規模洪水を流下させることができる
山付区間

凡 例
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奈良県奈良市

※［流下能力の状況］
・中上流の氾濫を考慮
・中上流の改修による下流への流量増を見込んでいない評価

木津川－２

←［現況の流下能力の状況］
←［堤防の安全性の状況］
←河川
←［堤防の安全性の状況］
←［現況の流下能力の状況］

［堤防の安全性の状況］
計画高水位以下でも浸透・侵食に
対する安全性を確保できていない

［現況の流下能力の状況］
戦後最大洪水を流下させることができない
計画規模洪水を流下させることができない
計画規模洪水を流下させることができる
山付区間

凡 例



京都府笠置町

奈良県山添村

三重県伊賀市

岩倉峡

京都府南山城村

高山ダム

※［流下能力の状況］
・中上流の氾濫を考慮
・中上流の改修による下流への流量増を見込んでいない評価

木津川－３

←［現況の流下能力の状況］
←［堤防の安全性の状況］
←河川
←［堤防の安全性の状況］
←［現況の流下能力の状況］

凡 例

［堤防の安全性の状況］
計画高水位以下でも浸透・侵食に
対する安全性を確保できていない
浸透・浸食の未調査区間

［現況の流下能力の状況］
戦後最大洪水を流下させることができない
計画規模洪水を流下させることができない
計画規模洪水を流下させることができる
山付区間



青蓮寺ダム

比奈知ダ

室生ダム

奈良県山添村

奈良県奈良市

奈良県宇陀市

三重県名張市

※［流下能力の状況］
・中上流の氾濫を考慮
・中上流の改修による下流への流量増を見込んでいない評価

木津川－４

←［現況の流下能力の状況］
←［堤防の安全性の状況］
←河川
←［堤防の安全性の状況］
←［現況の流下能力の状況］

凡 例

［堤防の安全性の状況］
計画高水位以下でも浸透・侵食に
対する安全性を確保できていない
浸透・浸食の未調査区間

［現況の流下能力の状況］
戦後最大洪水を流下させることができない
計画規模洪水を流下させることができない
計画規模洪水を流下させることができる
山付区間



兵庫県伊丹市

兵庫県西宮市

兵庫県尼崎市

大阪府豊中市

大阪府池田市

大阪府箕面市

兵庫県宝塚市 兵庫県川西市

大阪府
大阪市

※［流下能力の状況］
・中上流の氾濫を考慮
・中上流の改修による下流への流量増を見込んでいない評価

猪 名 川

←［現況の流下能力の状況］
←［堤防の安全性の状況］
←河川
←［堤防の安全性の状況］
←［現況の流下能力の状況］

［堤防の安全性の状況］
計画高水位以下でも浸透・侵食に
対する安全性を確保できていない

［現況の流下能力の状況］
戦後最大洪水を流下させることができない
計画規模洪水を流下させることができない
計画規模洪水を流下させることができる
山付区間

凡 例
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滋賀県大津市

68.5k

※［流下能力の状況］
・中上流の氾濫を考慮
・中上流の改修による下流への流量増を見込んでいない評価

瀬 田 川

←［現況の流下能力の状況］
←［堤防の安全性の状況］
←河川
←［堤防の安全性の状況］
←［現況の流下能力の状況］

［堤防の安全性の状況］
計画高水位以下でも浸透・侵食に
対する安全性を確保できていない

［現況の流下能力の状況］
戦後最大洪水を流下させることができない
計画規模洪水を流下させることができない
計画規模洪水を流下させることができる
山付区間

凡 例



Ｃ．掘削による水位の低下

Ｄ．放水路による水位の低下

大洪水が来ると、河川水位が上がり氾濫します。

Ｂ．ダム・遊水池の洪水調節効果による水位の低下

Ａ．引堤による水位の低下

河口部の場合は、海からの塩水
逆流防止のため、潮止め堰が必要

放水路
（洪水バイパス）

治 水 の 原 則

洪水時の河川の水位を下げて洪

 水を安全に流す

Ａ

 

引堤（川幅を広げる）して

 河川の器を大きくし、水位を

 下げる
Ｂ

 

ダム・遊水池で洪水をためて

 流量を減らし、下流の河川の

 水位を下げる
Ｃ

 

掘削(川底を掘り下げる)して

 河川の器を大きくし、水位を

 下げる
Ｄ

 

放水路で洪水をバイパスして

 流量を減らし、下流の河川の

 水位を下げる

流下能力の向上
 （洪水時の河川の水位を下げ安全に流す）



十分な強度を有していない堤防

堤防開削写真（平成１８年７月）堤防開削写真（平成１８年７月） 明治29年～43年 淀川改良工事大正7年～昭和8年 淀川改修増補工事

昭和28年～43年 淀川修補工事（第二期工事）

明治29年～43年 淀川改良工事大正7年～昭和8年 淀川改修増補工事

昭和28年～43年 淀川修補工事（第二期工事）

大正7年～昭和8年 淀川改修増補工事

昭和28年～43年 淀川修補工事（第二期工事）

・これまでに整備されてきた堤
 防は、材料として吟味されてい
 るとは限らない土砂を用いて

 逐次強化が重ねられてきた。

・時代によって築堤材料や施
 工方法が異なり、必ずしも防
 災構造物としての安全性を有
 しているとはいえない。

宇治川左岸

 

40.8k

 

堤防の断面の状況

木津川



日吉ダム

一庫ダム

天ヶ瀬ダム（再開発）

高山ダム

布目ダム

青蓮寺ダム

比奈知ダム
室生ダム

淀川水系の洪水調節施設

川上ダム

大戸川ダム

丹生ダム

上野遊水地

既設ダム
計画ダム


